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はじめに 

・湊川高等学校でのユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業への取組 

「ユニバーサルデザイン」は、年齢、性別、障害の有無等を問わずあらゆる人々が利用しやすいように設 

計することを意味します。この考え方を授業に当てはめたものが「授業のユニバーサルデザイン化」です。 

本校には、授業に関して様々な困難さを感じている生徒が在籍しています。ユニバーサルデザインの視点 

を取り入れた授業の工夫は、困難のある生徒には「必要」であり、それはどの生徒にも「より理解しやす 

い」授業になることを意味しています。 

 

 

・ユニバーサルデザイン（ＵＤ）化の視点と観点 
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１ 研究の概要 

 ・各教員の取組 

  ６月の時点で全校生徒による授業アンケート（授業評価）を実施する。その結果を踏まえ、各教科・ 

科目の業におけるユニバーサルデザイン的視点を取り入れた工夫・改善点を、下記の取組例を参考に各 

自ワークシートに記載。そして 9月の授業公開週間を中心に、その工夫・改善点を生かした授業を行い、 

ワークシートを持参し授業見学した教員との意見交換により、さらなる授業改善を行う。その結果を 

11 月の生徒による授業アンケート（授業評価）で確認し、新たな課題を明確にするとともに振り返り 

を行い授業をさらに改善する。 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒による授業アンケート（授業評価） 
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２ 各教科の取組の状況 

（1）国語科の取組 

６月授業アンケートの課題

①何をするか、何をしているか明確にする

②話し合う機会が持てていない

ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点
視点 観点 工夫 効果
①導入・展開 課題の明確化 本日の学習課題を示す 何を学習するのかを理解する。

②指示・発問 指示・発問 言葉掛けを明確にする。 生徒が理解しやすい言葉掛け
をする。

国語科

１１月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

成果：①本日の学習課題の板書と説明により、生徒の学習内容の理解を進める助けとなった。　②生
徒が理解しやすい言葉がけと発問による学習のサポートを行い、学習への理解と取り組みを進めた。
③継続すること、待つ間を置くことで、関係性を深め、学習への参加を促した。④視覚的に共有できる
色紙を利用した作品を発表した。

課題:理解と取り組みが進む生徒がいる。一方で、生徒の取り組みへの不十分さから学習への取り組
みに波があり、理解も不十分な生徒がいる。継続しての取り組みが必要である。

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

11月授業アンケートからの成果/課題　　

 

 

 

 

 

 

   

 

短歌づくりの個別指導          視覚的に共有できる色紙を利用した短歌作品の発表 
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（2）地歴公民科の取組 

ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点
視点 観点 工夫 効果
①導入・展開 集中の持続 前回のまとめ。 ２分で前回のプリントを頭の中で

まとめ、当たった人間が１分で
発表することにより、全員が授業
に集中し、展開が容易になる。

⑤学習展開 個人の活動 「問い」をプリントの中で１･
２問設ける。

なぜそうなのか、と思考力をまた
発表することにより表現力を身
につけることができる。

⑥視覚支援の工
夫

具体物 実物教材の回覧。写真映
画を上映。

イメージが具体的になり、理解
が深まる。

１１月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

①生徒同士での助け合いが少ない

６月授業アンケートの課題

地歴・公民科①

成果：世界史において、実物教材を回したり、古代ローマや第二次世界大戦など、ＤＶＤを上映するこ
とによってイメージが具体的になるなど興味・関心につなげることができた。また、スマホを利用し調べ
学習をさせたことは生徒の主体的学習につながった。

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

11月授業アンケートからの成果/課題　　

課題:　考える授業展開をしたが、理解が難しい生徒も中にはおり、まずは知識の定着をはかる授業の
工夫が必要だと感じた。思考力については、個人差が非常にある。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   スマートフォンを利用した調べ学習          空欄にヒントの語句を用意（ 例「鎌 」 ） 
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ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点
視点 観点 工夫 効果
①導入・展開 課題の明確化 授業のテーマと進行を示

す。
授業のテーマと進行を明確にす
る

③板書 見やすさ・わかりや
すさ

文字を大きくする。需要項
目は色チョークを使う。

後列でもわかるようにする。重要
事項を際立たせる。

⑥視覚支援の工
夫

プリントのカラー化。
プリントのフォント。
プリントと板書の一
貫性

カラーで図等を入れる。
フォントを大きくする。プリン
ト番号と板書の番号を一致
させる。

見やすくし興味を抱かせる。プリ
ントと板書事項を番号で一致さ
せ一貫性をもたせる。

６月授業アンケートの課題

地歴・公民科②

①授業に対する関心が低い

②授業内容に対する理解力が十分でない

１１月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

11月授業アンケートからの成果/課題　　
成果：今何をしているかといった、授業の進行を問いかけてくることがあまりなくなった。「今日の予定」
「テーマ」「目標」を予め掲示しておくようにした事による成果だと思われる。今後も続けていきたい。

課題:生徒が質問しやすい雰囲気作りが必要と感じた。また、生徒同士で話し合いをさせ、発表させる
ような工夫も考えていきたい。

 

 

 

  予定の明確化                    学習プリントと連動した板書 
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（3）数学科の取組 

ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点
視点 観点 工夫 効果
①導入・展開 課題の明確化 授業予定と目標を最初に

示す。
今日やるべきことを確認できる。
何に力を入れるべきかを認識さ
せる。

①導入・展開 教材提示 パワーポイントを用いてグラ
フなどを示す。

視覚的に理解ができる。興味を
引くことができる。

③板書 色(板書) チョークの色分け。 無駄に多くの色を使わず、目的
通り色を使い分ける。

成果：授業初めに今日やるべきことを示すことで、生徒の見通しがよくなり、集中力のアップにもつな
がった。

11月授業アンケートからの成果/課題　　

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

課題:パワーポイントなどを利用する際に要点をまとめて長くやらないようにする。

数学科①

６月授業アンケートの課題

①今日やるべきことをしっかり伝える。見通しを持って授業に取り組ませる。

１１月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

目標の明確化、大きな文字、色チョークの効果的使用   早く授業内容を終えた生徒に追加・演習の個別課 

題の準備 
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ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点
視点 観点 工夫 効果
①導入・展開 目標・課題の明確化 板書・カード等で目的を

はっきりさせる。
計算や思考が長引くとき何を目
的としているのか曖昧になること
を防止できる。

⑦個別への配慮 個人個人への支援 早く授業内容を終えた生徒
には追加・演習問題を用意
する。

やや(授業より)難しい問題を解
こうとすることで、授業内容を理
解できているか確認できる。

0 0 0 0

数学科②

①ペースを上げすぎないこと

②全体を見通して生徒の反応、理解度を確認しながら授業を進める

１１月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

６月授業アンケートの課題

成果：授業のはじめに目的をはっきりさせることで、授業プリントへの未記入が少なくなり、知識の定着
に効果があったと思われる。

課題:プリント等のUD化（重要部分を目立たせる）のためその部分だけのを重視し、前後とのつながり
をあまり考えない傾向があった。

11月授業アンケートからの成果/課題　　

③用意した教材を使い切ろうとしないこと

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     丁寧な個別指導               板書の工夫 

（図を描くことで具体的なイメージを持たせる） 
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（4）理科の取組 

理科①

①生徒が自ら考えたり、自分の意見を述べたり表現したりする場面を多く持つ

ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点
視点 観点 工夫 効果
①導入・展開 教材提示 写真等を黒板に提示する 視覚に訴えることで生徒の興味

関心を高める。

③板書 流れ プリントと連動させ学習の
流れがわかるように板書す
る。

授業の流れを把握し、プリントに
記入すべき語句等を迷わず記
入することができる。

⑤学習展開 グループ討議 複数人で意見を共有し、意
見をまとめさせる。

授業の内容によってはグループ
討議を行うことで生徒の様々な
考え方を導き出し理解を深め
る。

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

11月授業アンケートからの成果/課題　　
成果：授業で扱う図や生物などについて、写真や模型などを用いて提示することで、生徒の興味関心
を高めることができ、視覚的に理解を深めることができた。

６月授業アンケートの課題

（授業内容によっては、生徒が相談したり助け合う場面などをもつ）

１１月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う

課題:学習内容について、グループ討議を行うことを試みたが、生徒の考えをうまく引き出せず、グ
ループとしての討議を深めることができなかった。今後は方法を検討する必要がある。

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

   学習プリントと連動した板書の工夫             テーマの明確化 
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理科②       

  
  

  

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う 

６月授業アンケートの課題 

①板書を一目見たとき、授業の流れがわかりにくい   

②生徒に考えさせる場面が少ない 

ユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授業の工夫・改善点   

視点 観点 工夫 効果 

①導入・展開 見通しのもたせ方 学習で使用するﾌﾟﾘﾝﾄを黒

板に貼り→ﾏｰｸで指し示す。 

生徒が授業の見通しを立てること

ができる。 

③板書 流れ 学習の流れがわかるように

板書する。 

生徒が授業内容を整理し、理解

が進む。 

⑥視覚支援 

の工夫 

提示物の工夫 視覚的に捉えたり実験により

操作的・体験的活動をしたり

する。 

イメージが具体的になり、理解が

深まる。 

６月に生徒による授業アンケートを実施し、その課題をもとに授業の工夫・改善を行う 

11 月授業アンケートからの成果/課題   

成果：使用するプリントを黒板に貼ることにより、生徒が授業に見通しをもつ動機づけになった。視覚支援の工

夫を行うことにより、生徒のイメージ、文字の映像化ができ、興味関心を引き出すことができた。 

課題:「板書の工夫」として「流れがわかる板書」としていたが、生徒の反応が改善できなかった。プリント・映像

との同調性を高め、より生徒に理解しやすい板書、見やすい板書に改善することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   大型テレビの利用による視覚化            授業の進行状況の視覚化 
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